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四T 1市 附 近 略 圖 ，
太字は本稿において述べる町参丨名を示す

I

褪
類
あ
り
、
記
載
內
容
、、
提
出
先
の
相
違
か
ら
、
同
一
の
規
準
に
基
い
た

も
の
と
は
思
え
な
い
點
で
あ
る
が
、
殆
ん
ど
同
時
に
書
か
れ
て
い
る
處
か

ら
兩
者
の
間
に
何
等
か
.
の
關
係
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
文
、
.天
保
九

年
の.
史
料
は
旣
に
戶
谷
敏
之
氏
が
主
と
し
て
肥
料
史
の
面
か
ら
利
乱
、
紹

介
さ
れ
た
も
の
で
あ
石
。.(

響
一)

(

註
一)

：
.
雨
者
と.
も
德
川
林
政
史.
研
究
所
所
藏
の■„
%
の
で.
あ
る
。
，

(

註
ニ)

：

野
村
粲
太
郎
編
著「

札
明
細
帳
の.
硏
究」

-
 

,

村
明
細
帳
を
通
じ
て
み
た
伊
勢
の
農
村
と
都
市

(

註
三)

戸
谷
敏
之
：T

镲
川
時
代
に
於
け
る
農
業
經
營
の
諸
類

.型j

 

9

チ

ッ

ク

.
-,
、、
、
ユ

I
ゼ

ア

ム

••ノ

丨

ト

第

一
八)o

な
.ぉ
同
#

に
お
い 

て
、
戸
谷
氏
は

.と

.の
村
.々

を
和
模
以
西
、
伊
勢
迄
の
東
海
區
農
村
の
代 

:

表
と
し
て
考
え
て
居
ら
れ
た
樣
で
あ
る

0

.
こ
の
地
方
に
關
す
る
硏
淹
は
、，

1

般
的
に
言
つ
ち
非
常
に
少
い
と
言
わ 

ね
ば
な
ら
な
い
。§

)

こ
れ
に
は
幾
つ
，か
の
理
的
が
考
え
ら
れ
る
が
、 

今
こ
こ
に
擧
げ
る
必
要
も
あ
る
ま
.
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
つ
て
こ
の 

地
方
の
硏
究
が
重
要.で
な
い
，事
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
近
1|
?
:
の

經

濟 

史
上
、
こ
の
地
方
の
果
し
た
役
割
は
、
，相
對
的
に
み
て
決
し
て
輕
く
は
な 

か
つ.
た
。
三
井
家
を
代
表
と
ず
る
伊
勢
商
人
の
活
躍
は
先
ず
第
一
に
擧
げ 

ら
れ
ょ
ぅ
。
又
そ
れ
に
關
聯
し
て
粉
坂
木
綿
の
名
で
知
ら
れ
る
綿
織
物
生 

產
、，
綿
作
、
及
び
菜
種
の
裁
培
等
は
、
局
地
的
で
あ
る
と
は
言
え
京
都
、 

大
坂
を
中
心
と
す
る
所
韻
先
進
地
帶
の
農
村
の

.一

翼
を
形
成
し
て
.い
る
の 

で
あ
る
。
し.
か
し
、；：
か
\
る
性
裕
が
伊
勢
全
體
を
示
す
も
の
か
否
か
は
德 

だ
疑
問
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
宙
島
敏
雄
氏
も
、
そ
の
著

「

日
本
農
業
技 

術
史」

に
お
い
て
前fa
”
谷
氏
の
示
さ
れ
た
諸
を
_
を
引
用
さ
れ
た
後
に 

「

明
細
帳
が
一
局
部
に
集
中
し
て
を
る
嫌
が
な
い
で
も
な
い

」
(

訪
5

と 

疑
問
を
持.
た
れ
て
い
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
地
方
が
近
世
經
濟
史
の
硏
毙 

史
上
、'
'一
つ
の
眞
空
地
帶
と
な
つ
て
い
る
事
は
否
定
し
得
ま
い
。

■. 

.(

註
一.)  

'管
見
の
限
り
、
こ
の
地
方
に
關
す
る
，特
殊
研
究
と
し
て
は
次 

/
の
も
の
を
擧
げ
得
る
の
.
み
で
あ
る
。
野
村
蒹
太
郎

「

安
濃
律
騷
動
記」 

(

三•田
學
會
雑
誌
第
三
十
卷
第
十
一
號
所
收

)

、
喜
多
村
俊
夫「

依
勢
國 

多
氣
郡.
の
水
論
に
關
す
る
一
史
料

」

ハ
經
黹
史

硏
究
第
二

十
四
卷
第
三
號
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雜
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.Ill  

田
學

# .

雑
誌
：：
，

.
第
® -4

-

七
卷
第
其
號
.
：

-'
.

: ;
.

.

i

林
組
合
ニ
加
入
ス
ル
ノ
義
務
ナ
キ
モ
ノ
ト
ズ
：

.
：

•
.

前
頊
以
外
ノ
.

森
林
ニ
シ
テ
款
驗
、
演
習
等
特
種
ノ
目
的

I!

供
セ
ラ
レ 

.

葙
ハ
而
積
廣
大
一

r

v

テ
獨
立
經
營
ノ
方
法
確
定
シ
其
ノ
他
特
別
ノ
事 

■

情
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
地
方
長
官
之
ヲ
協
同
經
營
ニ
屬
セ
シ
ム
ル
ノ
必 

.

.

.

.

.
 

要
ナ
ン
ト
認
メ
 

v

ル.

モ
ノ
-i

付
.テ 

<:

其
ノ
森
林
所
有
者
ハ
森
林
組
合 

.

.

.

一
一
如
.入
ス
ル
ノ
義
務
ナ
キ

モ
ノ
ト
ス 

,  

(

胜
三
十
、四

)

？
淼
林
法
«

第
一
條
參
照
。

.

,

(

驻
三.

十
五)

例
へ
ば
'
、

舊
森
林
法
•

第
六
條
. '

第
二
十
條
に
.依
る 

「

森
林
.一

.

に
は
國
有
林
は
包
含
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
。

■(

前

掲

.
帝
室 

.

■

林
野
局
五
十
年
史
こ
完
六
莨

。)
.

ぐ
'

■(

注
三
十.
六.
七)

同
右
書
*
三
九
四〜
四
〇
〇
頁
參
照
。

-

一

S -
三
十
八

)

か
が
る
事
例
は
、
改
正
森
林
法
の
審
議
過
程
.に
於
て
隨 

„

所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

.
。
例
へ
ば
、

「

殊
更

I
I

造
林
ヲ
名
ト
シ
テ

…

如 

何
ナ
ル
有
袈
ナ
地

I
I

モ
森
杯
ヲ
仕
立
テ
、
、
サ
ウ
シ
テ
耕
地

li

害
ヲ
爲

■

. 

.

サ
シ
ム
.
ル
ト
ー

K

フ
r l
ト
ガ
ア
ル
。
是
ハ

…

御
料
地

-
一
於
テ
最
モ
多
ィ

…
.

-

河
井
議
員
の
質
問0> 

•

.

> 

, 

. 

,

:

七

四

(

五.
三
八)

.

■

村

明

細

帳

を

通

じ

て

み

た

伊

勢a

 

‘
.•
農

村

と

都

TI
T

~

四
日
市
宿
を
中
心
と
し
て------------------

速

水

 

融

.
■• 
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, 

'

,
,
本
稿
に
お
い
て
紹
介
せ
ん
と
す
る
の
は
、
享
和
ー
兀
年

(
一

八
〇一

)、

.
及
び
天
保
九
年(一

八
三
八) .
の
伊
勢
國
三
重
郡
四
日
®

を
中
心
と
す 

る
附
近
の
村
明
細
帳
で
あ
る
。S
一) .
村
明
細
帳
の
史
料
的
價
値
、
從
っ 

て.
そ
の
限
界
に
關
し
て
は
、
旣
に
野
村
兼
太
郞
敎
授
に
よ
り
詳
細
に
述
べ 

ら
れ
て
い
る
處
で
あ
り
、
今
更
こ\
に
く
力
返
す
必
要
ば
な
い
。

(

註
ー‘ー) . 

.
た
^
こQ

種
の
史
料
た
ド
ー
っ
か
ら
、
當
時
の
農
村
の
狀
態
ー
殷
を
推
論 

'
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
.
お
い
て
本
稿
に1ボ
し
.た
諸
事
實 

.

•-.
も
、
個
.々
の
村
の
、
.よ
り
多
く
の
史
料
に
よ
っ
て
稗
檢
討
す
る
必
要
が
あ

■
る
。
し
か
し
、
こ
、

に.
示
し
た
史
科
の
村
々
は
、
地
圖
に
み
る
如
く
、
比 

顧
的
ま
と
ま
つ
た
一
つ
の
地
域
で
あ
る
。
從
つ
て
、
そ
れ
ら
の
史
料
か
ら

,

は
、
個
々
の
村
の
特
殊
性
と
、
共
通
し
た
伊
勢
北
部
の
農
村
と
、し
て
の
特 

質
を
示
し
得
た
。
こ
の
事
は
支
配
偏
係
の
'鍇
雜
し
た
關
東
で
は
非
常
に
困 

難
な
事
の
樣
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
も
次
に
述
べ
る
點
で
限
定 

を
附
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
.
卽
ぢ
、
享
和一

兀
年
の
史
料
は
後
述
す
る
像
に
，ニ

じ



:■:

三
田
學
會
雜
誌
：

：

第
西
十
七
卷.
第
五
號.

■

(
曲
ニ)

古
島
敏
雄「

日
本
農
業
技
術
史j

昭
和
}f

十
四
年
版
、
下#

:?!
*.
八
九
頁
0
.、
 

......

し.
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
本
稿
が
直
ち
.
に
そ
，の{八
を
塊
め
得
る
も
の
. 

で
は
な
い“と
.',
に〗

ポ
し
た
例
は
極
め
て
局
地
的
な%-
の.
：で
あ
り
、
且
っ

_ 

又
：
戶
ハ
合
氏
に
よ
っ
て
旣
に
紹
介
さ
れ
た
處
で
も
あ
る

。.し
か
し
、
”.

地
方 

都
市
と
し
て
の
四
日
市
と
、
そ
の
周
邊
の

.
平

野

で

あ

り

、
.
.
又

街

道

に

沿

ぅ 

と
言
っ
た
極
め
て
條
性
の
よ
い
地
域

0
農
村
と
言
ぅ
限
定
を
す
る
事
に
よ 

.
っ
，
て
、

今

後

.
の
硏
究
の
一
資
料
と
な
ず
事
は
出
來
よ
ぅ
。.

：- 

.
本
論
に
入
る
に
先
立
ち
、’紹介
す
る
史
料
に
っ
い
て

.
若
干
附
言
す
る^

.

.
要
が
あ
る
。
先
ず
享
和
ー
兀
年
の
も
の
•
は
、
伊
勢
國
三
重
郡
四
日
市
町
、
濱 

.
田
村
、
馳
出
村
、
鹽
濱
村
、
六
呂
見
村
、
大
治
田
村
、
小
古
曾
村
、
采
女 

村
の
八
ヶ
町
村
で
、
采
女
村
に
っ
い
て
は
記
漱
內
容
が
人
ロ
、
家
數
に
お 

い
て
異
つ
て
い.
る
も
の
が;
册
づ
X
合
本
に
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ 

の
八
，々

町
村
の
村
明
細
帳
の
間
に
は
書
式
及
び
日
附
に
關
し
若
干
の
相
違 

が
あ
る
。
四
日
市
、
濱
郎
、
大
治
田
、
小
古
曾
、
釆
女
は
同
年
の
十
一
..月 

に
同
一
の
書
式
を
も
っ
，て
書
か
れ
て
.
い
る
の
に
對
し
、

：

残
り
三
ヶ
村
は
書 

式
を
異
に
し
、
鹽
濱
村
の
み
が
十
一
月
で
あ
る
他
は
十
二

 
W
の
日
附
と
な 

っ
て
い
る
。「

煦
日
市
®

」

.
に
よ
れ
ば
、

：

四
日
市
町
及
び
濱
田
村
は
享 

和
元
年
十
一
一
月
に
大
和
郡11
|
雜
か
ら
天
領
へ
と
支
配
關
係
を
變
ぇ
た
事
に 

な
つ
て
い
る
。

•
從
つ
て
こ
1
に
示
し
た
村
明
細
帳
は
郡|1
|
雜
時
代
の 

も
の
で
あ
を
。
四
日
市
町
以
下
四
夂
村
の
史
料
に
次
の
如
く
記
載
さ
れ
.て 

い
る
蕲
も
と
れ
を
裏
付
け
る
。

「

御
年
貢
三
分
一
金
納
之
餒
御
公
料
村

:

七
六.

(

五
四
〇)

.

■

•

 

.

:

々
不
殘
皆
米I

願
申
上
金
納
相
止
ミ
申
候—
付
、：

當
御
領
江
も
右
之
趣 

御
願
寶
曆
四
戌
年
ょ
り
皆
米
納
被
仰
付
候

」

.
,
.(

註
：

T

因
日
市
市
敎
育
會
編.「

四
日
市
市
史」

六
〇
頁
。

：

■
是
に
對
し
殘
り
三
ヶ
村
は
こ
の
樣
なrd.
載
も
なV

、

又
書
式
も
異
る
か 

ち
、
，
所
領
關
係
は
明
ら
か
に
前
者
と
異
.
つ
て
い
る
。
書
式
が
後
の
天
保
度 

の
も
の
と
酷
似
す
る
處
か
ら
史
料
の
書
か
れ
た
時
は
恐
ら
く
天
領
で
あ
つ 

■
た
"%
の
と
推
测
す
る。
.

.
他
方
天
保
九
年
の
方
は
前
記
の
八
ヶ
町
村
の
他
、
.
附
近
の
八
ヶ
お
を
も 

含
め
■て
い
る
。
し
か
し
こ
の
內
に
は
や\
は
寄
り
の
村
も
：入
り
、
地
理
的 

_

に
は
前
者
と
異
る
條
件
の
處
も
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
、
.
本
稿
に
お
い
て 

は
享
和
年
間
の/\-
ヶ
町
村
と
同
ー
の.村
の
み
を
選
ん
だ
。-
但
し
必
要
に
應 

じ
て
耵
用
し
た
村
も
あ
る
。
.
と
も
か
く
、
こ
，の
十
六
ヶ
村
は
共
に
天
領
で 

あ
り
、
近
江
國
信
樂
代
官

(

多
羅
尾
氏)

支
配
で
あ
る
。
こ
.の
方
は
書
式 

は
統
一
さ
れ
て
い
る
。

• 

ニ

四
日
市
は
東
海
道
の
一
宿
驛
で
あ
り
、
そ
の
名
の
示
す
如
く
、
か
な
り

早
い
時
期
か
ら
商
業
都
市
と
し
て
發
達
を
し
て
い

.
た
事
が
想
像
さ
れ
る
。

事
實
、
近
世
後
期
に
お
い
て
は
、
も
は
や
農
村
で
は
な
く
、
地
方
都
市
と

し
て
の
形
態
を
備
え
て
い
る
事
は
後
に
述
べ
る
如
べ
で
あ
る
。
.又
隣
接
す

る
濱
田
村
は
街
續
き
で-あ
り
、
こ
の
時
代
に
は
相
當
の
.都
市
化
が
進
ん
で

.
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
’雨
者
は
合
わ
せ
て
於
に
觸
れ
る
事
に
し
た 

、
0- 

■

.

他
方
殘
り
の
六
ヶ
村
は
圖
示
せ
る
如
く
、
そ
の
南
方
に
散
在
し
、
伊
勢

(伹し僧，神官等特珠人ロを含まず)

■ . . . . へ . . . . .  

‘ 村名

' ' —L

—
和 元 . 天 保 9 年

總 數 男 女 總 數 男 女

四 , 日 市 6,415 3,185 3,230 6,723 3,334 3,889

濱 田 1,838 886 952 1,772 846 926

馳 出 693 298 295 627 308 319

鹽 濱 . 1,403 698 705 1,425 725 700

六 呂 見 537 260 277 , 4 6 4 211 253

大 治 ro 200 87 113 235 120 115

ノ ト 古 督 442 221 221 564 295 269
染 - it (681) (275) (806)

1 _
604 240 264 665 335 330

軒
あ
る
旨
を
示
し
て
い
る
事
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
で
.
あ
ろ
ぅ
。
從
つ
て
、
 

•
是
等
の
村.
々
は
純
粹
の
農
村
と
は
言
い
難
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
沿

道
に
な.
い.
村
々
は
こ
の
恩
葸
に
は
沿
さ
な
が
つ
た
も
.
の
と
考
え
ら
れ
る.0

七

七

s

lz
g.
一〕

'平
野
の
典
型
的
な
農
村
で
あ
る
ぺ
览
饰
道
、
及
び
日
永
村
追
分
よ
り
分
肢

-
. 

す
る
參
捋
街
道
が
近
く
を
鬼
り
.
、
且
つ
又
江
戸
、
大
坂
間
の
中
間
に
位
置 

,
.
す
る
處
が
ら
、
商
品
生
産
の
發
達
す
る
條
件
は

 
一i

え
て
い
た
も
の
と 

.
推
測
す
る
。
從
つ
て
こi
に
擧
げ
た
村
々
は
、
同
じ
伊

^

目
中
で
も
、
最
も 

.
經
濟
的
に
條
件
の
い
乂
地
域
で
あ
る
事
を
念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う

。.

.  

さ
、て
、
以
下
本
論
を
進
め
る
前
に
、

.
兩
年
度
の
戶
ロ
數
の
變
化
，に
つ
い- :.

て
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。人
口

の
變
化
は
下
表
に
.示
し
た
如
く
で
あ 

.
る
。

.L
か
し
、
.こ
の
表
か
ら
直
ち
に
蘼
末
に
お
け
る
人

口

it
却
の.
一
例
を. 

饋
み.
と
る
諶
ば
出
來
な
い
。
..何
故
な
ら
そ
れ
ぐ
の
史
料
の

人

、ロ

，調

査

基

一

.

.

準
が
不
明
で
あ
る
か
ら
一
で
、
瑰
に
采
女
村
に
關
し
て.

は
、
同
じ
享
和
ーR

年 

十
二
月
の
ニ
册
の
村
明
細
帳
は
異
つ
た
數
字
を
擧
げ
て
い
る
。

(

下
表
の

. 

同
村
力
ッ
コ
內
を
參
照)

是
等
は
恐
ら
く
基
準
の
と
り.
方
の
相
違
に
^ -

る
‘. 

.

も
の
で
あ
ろ
う
。
從
つ
て
こ
れ
が
明
確
に
：な
ら
な
い
限
り
、'

た
^

數

字

を
.- 

並
べ
る_

は
、)

嚴
密
に
言
え
ば
辧
意
味
で
あ
る
。；
た
ド
ご
く
大
ま
か
な
傾

' 

向
は
沅
し
得
る.
で
あ
ろ
5

。
卽
ち
、
：概
し
て
言
え
ば
、
こ
の
時
期
に
お
い
，.

/■
て
、.
入
口
は
增
加
し
た
と
み
て
よ
.
い
機
で
あ
る
。
勿

轉

表-
に
！

る.
如

-.
: 

■,
く
、
値
少
な
が
ら
減
退
を
み
せ
た
村
も
あ
.
る
。
し
か
し
他
方.で
は
、
最
後;

•
の
三
ヶ
村
の
如
く
、
か
な
り
顯
著
な
增
加
を
示
し
て
い
る
村
も
見
受
け
ら

.

■. .
れ
る
。it

頭
の
略
圖
に
示
し
た
樑
に
、
こ
の
.n

r

ヶ
村
は
衆
海
道
、
：
參

窝

街, 

道
沿
い
に
位
鹿
し
飞
い
る
か
ら
、
藤
末
に
近
付
く
に
つ
れ
て
擀
大
し
た
と 

-

:

み
ら
れ
る
是
等
街
逍
の
交
通
遨
が
值
接
間
接
に
沿
遨
村
の
人
ロ
增
加
に
影

: ;,
 

i
：

を
與
え
た
琪
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
采
女
村
の
天
保
九
年
の
記
：
 

'載
は.
こ
の
村
が
四
日
市
、
：
4:
1
藥
師
間
の
立
場
で
あ
り
、
.
茶
屋
渡
世
の
者+

'

村
明
細
帳
を
通
じ
て
み
た
仞
势
の
農
村
と
都

*|
3
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む
し
ろ
逆
に
、
六
呂
見
村
.
の
如
く
、
助
鄕
負
擔
に
耐
ぇ
得
ず
、
天
保
三
年 

よ
り
從
來
四
日®

の’定
助
鄕
、
勤
高
千
苗
九
十-一
石
で
あ
っ
た
の
を̂ 

藥
師
宿
の
代
助
鄕
、

：

勤
高
五
酉
一一

石
'へ
と
輕
減
さ
れ
て
い
る
村
も
あ
.
る
。
' 

同
村
に
お
い
て
人
口
の
減
退
が
み
ら
れ
る
の
も
關
聯
が
あ
る
の
か
も
知
れ 

'な
い
0

又
、
馳
出
、
鹽
惯
の
兩
衬
は
海
择
に
位
置
す
る
處
か
ら
或
る
程
度 

の
漁
業
が
行
わ
れ.て.
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
面
で
の
人
：ロ
維
持
が
可
能

. 

で
あ
っ
た
。

v

拿
和
元
年
、‘鹽
潰
村
に
お
い
て.は「

海
獵
地m
網
並
小
網
往.. 

冉
よ
り
仕
菜
候」

と
あ
り
、
又
馳
出
村
も
、

「

近
年
は
干
鰯
商
寶
不
仕

」

.

■；

で
あ
る.
が.
干
觸
蔽
人
の•
存
在
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

.

是
等
の
人
口
を
維
持
し
て
行
く
上
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
と
思
わ
れ 

る
一
一
つ
の
條
件
、
郁
ち
街
道
稼
ぎ
と
漁
業
は
夫
々
の
村
.の
特
殊
な
條
件
を 

構
成
し
て
い
る
？
又
兩
者
の
恩
典
に
惠
ま
れ
ぬ

.
申
間
の
六
呂
見
村
.に
人
口 

の
減
退
が
み
ら
れ
る
事
は
こ
の
特
殊
な
條
件
を
更
に
强
く
裏
付
け
る
事
に 

も
な
る
。t
か
し
事
實
は
こ
の
機
に
簡
單
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑 

間
で
あ
ろ
う
。
，
む
し
ろ
後
に
述
べ
る
徽
に、' こ
の
附
近
，

1
.

帶
に
廣v
行
わ 

れ
た
綿
作
、
或
い
は
作
間
稼
ぎ
と
し
て
の|.1!布
の
賃
|
|
り
等
を
重
要
視
す 

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、‘何
れ
に
せ
よ' 
孫
末
と
い
う
一
般
的
な
鐵
村
の
疲
弊
期
.
に
當
，. 

っ
て
、
こ
の
機
な
人
口
の
增
加
を
認
め
得
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
.農 

村
の
一.
つ
の
特
徴
と
し
て
擧
げ
る
事
が
で
ぎ
よ5
。
こ
の
場
合
、
入

.ロ
の 

增
加
が
如
何
な
る•理
師
に
よ
つ•た
の
か
、
從
つ
て
文、' そ
の
內
容
如
何
と' 

言
う
問
題.
は
極
め
て
®:
要
で
あ
る
。
.

し
れ
し
、
そ
れ
に
つ
い.
て
.答
え
る
事

/ 

'

■七

八

(

五
四
0 '

か
っ
た
が
、'戶
數
も
人
ロ'に
ほ
^
比
例
し
て
增
加
を
見
せ
て
い
.
る
處
.か 

ら
、.
矢
張
り
有
榮
の
生
產
年
齡
人
口
の
增B
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る 

.
も
の
と
解
釋
す
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。

三

/

バ

'
さ
て
、
村
明
細
帳
の
’記
載
か
ら
知
り
得
る
重
要
な
事
項
と
し
て
農
間
渡 

.
世
の
問
題
が
あ
る
。
法
的
に
は
苛
酷
な
枠
の
中
に
•お
い
て
も
、
農
村
に
お 

け
る
農
業
以
外
の
、
商|-1業
の
發
達
、
及
び
農
業
自
體
：に
お
い
て
も
、
商 

. '.
品
作
物
生
產.
の
持
っ
意
味
は
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
附
近
の
農
村 

で.
、
如
何
に
表
面
化
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
ず
享
和
元
年
の
記
載
か
ら
癖
宣 

-
列
擧
し
て
み
る
事
に
す
る
。

 

• 

-

1

、
馳
出
村
。「

闽
畑
作
り̂

_

田
、
早
稻
贰
分
通
中
^
四
分
通 

晚
稻
四
分
通..
細
、木
綿
多
分
作
リ
申
候

」「

田
畑
肥
シ
千
鰯
多
ク
用
申
候

」 

' 

ニ
、
鹽
濱
杪
。:「

闽
畑
作
リ
譯
田
、
早
稻
贰
分
通
中
稻
四
分
通 

晚
稻
四
分
通.

畑
、
木
綿
多
蒔
付
_

候」「

田
畑
肥
シ
之
儀
者
干
鰯
多
相
用 

, 

'申
候J  

. 

'

三
、
六
0
見
付
。
_

「

阳
畑
作
付
田
方
、̂

分
早
稻
..，四
分
中
稻
，
四 

.

分
晚

P

^

カ
、
ホ_

#
分
罾
#
申
候_
|-
田
畑
肥
シ
〒_

多
ク
遺
申
候」

四
、
大
治
田
村
。T

田
畑
作
物
田
方
二
き
ょ
しK.
稻
草
、
野
田
早
滔 

.

滿
足
早
稻
、
ぶ.
ん
ご
稻
、
は
が
崎
稻
、
き
ょ
む
稻
、
七
合
觀
作
り

_

候
、

灿
方
ニ
木
綿
、M

、

稗
、
大
豆
、
小
莧
作
リ
申
候

」

'T

耕
作
之
外
與
女
か 

せ
き
、.
男
ハ
作
之
間
無
御
座
候
、
.
女
ハ
作
之
間
少
々
も
め
ん
仕
候

」
「

田 

，畑
肥
、

V
、

芝
草
取
場
無
御
座
候
ニ
付
干
鰯
斗
-
而
作
リ
上_

候
、
村
中
モ

は
、.
村
两
細
帳
の
み
を
利/|
]
す
’る
限
り
不
可
能
で
ぁ
る
。
た̂
表

示

し

な-

而
金
高
凡
贰
百
五
拾
兩
餘

」..

.
五
、
小
击
f

。.「

職
人
壹
.A
但
紺
屋」

「

商
人
三
人' 
油
味
噜
酢
，
 

た
ば.
こ
寶
申
候J

田
畑
作
物
、
田
方
者
あ
ら
き
、
.
き
よ
し
け
、.
奴
ふ
み
、

十
石
、
山
手
川
、
か
わ
ち
、
.
赤
霞
作
リ
申
候
、
畑
汸
者
粟
、稗
、
大
豆
、
 

小
一
兒
、
き
び
、
大
根
、
そ
ば
、
木
綿
作
リ
申
候

J

耕
作
之
外
男
者
繩
莛
仕 

申
候
、
女
广
作
之
間-
少
々
木
綿
仕
申
候」「

田
畑
こ
や
し
ハ
'芝
草
取
場
無 

.

御P

候

ニ

付

干

鰯

斗

，
リ

-
而
作
リ
上
ヶ
申
候
、
年
內
干
鰯
金
甙
百
兩
餘
質 

申
候J  
... 

’

■六
、
采
女
村
。
.「

職
人
五
人
內
大
エ
贰
人
、
木
挽
贰
人
、

.
，瓦
師
壹
人」 . 

「

耕
作
之
外
男
女
搾
、
男
ハ
.
作
之
間
無
御
座
候
、
女
ハ
作
之
間
少
々
木
綿 

仕
候」

.. 

•
.

以
上
適
記
し
た
記
載
の
內
、
六
ヶ
村
に
亘
リ
共
通
に
見
ら
れ
る
の
は
、

'木
綿
の
ニ
字
で
あ.
ろ
う
。
畑
作
物
と
し
て
は
多
く
の
村
が
木
綿
多
蒔
付
候 

と
言
う
如
き
や'
積
極
的
に
記
し
て
い
る
の
に
對
し
、
作
間
稼
ぎ
の
女
子

. 

の
仕
事
と
し
て
は
木
綿
少
々
仕
候
の
如

Y

消
極
的
で
あ.
る
。
勿
論
こ
の
多 

ク
、
或
い
は
少
々
と
言
う
！！目
葉
は
極
め

.
て
瞹
昧
で
あ
る
。
前
者
が
商
品
生
，
 

產
、
後
漭
が
自
家
消
費
の
爲
の
生
產
で
あ
る
等
は
も
と
よ
り
員
し
得
な 

.
い
。.
む
し
ろ
本
來
は
消
極
的
で
あ
る
べ
き
こ
の
種
の
記
載
が
ど
の
，村
に
も

. 

見
出
し
得
る
事
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
畑
作
に
お
げ
る
木
綿
、
及
び
そ
れ 

を
原
料
と
す
る
織
物
の
虫
產
が
相
當
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
斷
定
し
得 

る
素
材
と
な
る
。
こ
の
事
は
又
使
用
す
る
肥
料
種
類
の
面
か
ら
も
裏
付
け 

ら
れ
よ
う
。'卽
ち
肥
料
に
關
す
る
記
載
の
あ
る
五
ヶ
村
に

.
つ

い

'
て

言

え 

.
ば
、
挪
れ
も
干
鰯
が
多
，く
、：
或
い
は
そ
れ
の
み
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
'こ 

れ
が
主
と
し
て
年
貢
の
た
め
の
.稻
作
に
用
い
ら
れ
た
事
は

ま

ず

あ

る
ま

K

先
述
の
如
く 
>
年
貢
の
金
納
は
こ
の
時
期
に
ば
見
ら
れ
な
い
し
、

 ̂

村
明
細
帳
S
最
を
借
り
れ
ば
、「

田
方
之
儀^
田
# -
ク
御
座
候u

付
米 

之
性
不
宜
、
卞

米-
1雨
徇
座
候」

村
も
多
い
の
で
あ
る
。■と
す
れ
ば
、
午 

.
鰯
の
利
用
さ
れ
た
の
は
畑
作
、
そ
の
內
で
も
#
に
綿
作
に
對
し
て
で
あ
っ 

た
事
は
容
易
に
想
像
し
得
る
。
年
間
の
購
入
金
額
を
示
し
た
村
も
見
受
け 

.
ら
れ
る
の.
で
あ
る
。

. 

-
.

"
こ
の
樣
な
綿
作
が
如
何
な
る
經
罾
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
た
か
は
興
味
深 

い
問
題
で
あ
ろ
ぅ
。
.た5.
J 

\
で
も
村
明
細
帳
は
殆
ん
ど
何
物
も
語
っ
て 

い
な
い
。
し
か
し、
' 一
例
と
し
て
次
の
如
き
場
合
を
擧
げ
る
事
が
で
き 

る
。
そ
れ
は
天
保
九
年
の
亥
子
新
田
の
記
載
't?,
あ
る
。
こ
の
村
は
圖
示
し 

た
如
く
、
そ
の
位
置
は
四
日
市
に
隣
接
す
る
の
で
：あ
る
が
、
村
明
細
帳
の 

記
載
.に
よ
れ
ば
こ
の
村
に
最
初
の
檢
地
が
行
わ
れ
た
の
は
文
政
三
年
で
あ 

り
、
村
と
し
て
の
取
り
立
て
が
.
そ
の
頃
に
行
わ
れ
た
事
を
物
語
る
。
又
、
 

『

四
日
市
®

』

に
は
、
亥
子
新
闽
が
享
和
三
年
及
び
文
化
一
兀
年
に
開
發
さ 

.
れ
た
旨
を
示
す
史
料
が
擧
げ
.
ら
れ
て
い
，る
。(

註)

と
こ
ろ
が
こ
の
新
田
を 

開
發
し
た
の
は
四
日
帘
の
商
入
で
あ
り
、
且
っ
又
天
保
年
間
の
村
明
細
帳 

に
は
前
述
の
諸
村
と
同
様
、
綿
作
、
作
間
稼
ぎ
と
し
て
の
織
布
及
び
金
肥 

利
用
の.
記
載
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

.
こ
の
新
田
開
發
が
、
四
日
市
の 

木
綿
商
人
に
よ
る
、
綿
作
の
た
，め
の
開
發
で
あ
っ
た
と
な
す
事
が
で
き 

る
。
又
も
ぅ 
一

I

っ
の
新
田
村
、.辰
巳
新
田
に
っ
い
て
も
同
機
で
あ
る
。
こ 

の
樣
な
事
實
は
綿
商
と
附
近
農
村
と
の
か
な
り
密
接
な
關
係
を
暗
示
す
る 

も
の
で
あ
る
。

' (

註)
「

四
日
市
市
史」 ...ニ
百

四

，
ナ

.
六
1
五
十
頁
參
照？
.

七

九.

(

五
四
三)

，

村明細帳を通じて，み
た
饼
勢
め
と
市



:r  
ノ .
3
田
學
看
雜
餘
第
四.
十
七
卷
':

:

第
五
號.
：
.

*
 

.

享
和
一
70
年.
の
.村
明
細
帳
を
通
じ
て
知
ゥ
得
る
こ
の
附
近
農
村
の
經
濟
的 

侧
面
ば
ほr
右
に
見
た
：如
く.で
あ
る
。
こ
の
他
、
田
畑
質
地
値
段
に
つ
い 

て
は
馳
出
、
鹽
獱
、
：六0
見
の
三
ヶ
村
にr

田
壹
反
二
付
代
金
壹
兩
程
、
 

畑
壹
反
土
付
代
金
三
炎
程

」

.
の
記
載
が
あ
り
、
是
は
平
均
の
値
段
で
あ
る
' 

皆
の..添
醫
が
あ
る0'_

.

;

他
方
天
保
九
年
の
方
如
ら
は
ど
う
か
。
こ
の
史
料
に
っ
い
て
は
猶
述
の 

.
如
ぐ
、
旣
に
戶
谷
敏
之
氏
に
ょ
り
紹
介
さ
れ
て

 
'い
る
の
で
多
く
を
述
べ 

ず
、
同
氏
の
觸
れ
な
か
っ
た
諸
_

に
重
點
を
置
く
事#
し_
た
い
？
し
か
し 

結i

か
ら
先
に
言
え
ば
、
こ
の
六
ヶ
村
に
關
す
る
限
り
、
四
十
年
間
の
變 

化
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
方
か
っ
た
。
.
た
l :
Fi
l
i述
し
た
機
に、.
人

口

の
面
で
は 

增
加
が
見
ら
れ
、
又
以
下
の
記
載
に
も
金
然
變
化
が
見
ら
れ
な
い
わ
け
で 

は
な
い
。
た
と
ベ
ば
畑
方
作
物
の
記
載
を
見
よ
う
ャ

(
§

全
體
と
し
て
は 

i

に
增
加
が
見
ら
れ
る
。
享
和
冗
年
の
記
載
か
ら
は
木
綿
が
か
な
り
浮
：
 

彫
り
さ
れ
、'畑
作
の
殆
ん
ど
が
綿
作
で
あ
る
か
の
感
を
抱
か
せ
た
。
し
か 

し
天
保
で
は
、r

木
綿
、
大
豆
、
小
豆
等
蒔
附
申
候

」
(

馳
出
、
鹽
濱
、

—

六
呂
見
村)

或
い
は「

五
穀
並
時
々
之
野
楽
も
の
少
々
作
リ
申
候

」
、「
冬 

作
麥
、
菜
種
、
夏
作
は
大

一

兄
、.
小
豆
、
粟
、
綿
作
申
候

」

$•
女
S

め 

如
ぐ
、
f

の
增
加
が
み
ら
れ
る
。
.
し
か
し
か
、
る
畑
地
作
物
種
類
の
增 

加
が
果
し
て
實
際
に
あ
っ
た
か
ど
う
が
は
若
干
吟
味
す
る
必
要
が
..あ
ろ 

-

う
。
旣
に
示
し
た
如
く
、
享
和
元
年
に
お
い
て
も
大
治
田
、
小
古
曾
の

ニ 

村
で
ば
畑
作
物
と
し
て
木
綿
、
栗
、
稗
、
大
哀
、
小
蛩
が
擧
げ
ら
れ
て
居 

り
、
こ
れ
ら
の
村
と
隣
接
す
みi

に
木
綿
以
外
の
作
物
が
.な
か
つ
た
と 

は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
，で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
ニ
ケ
村
に
つ

い

で

、
.

'

八
〇

(

五
四
四)

:

天
保
の
記
載
は
ど
う
か
と
見
る
に
享
和
に
比
し

_

麥
、
大
根
及
び
麥
の
增 

.

加
が
あ
る
。
だ
が
免
も
亦
眞
實
の
增
加
で
あ
る
と
着
做
す
の
は
早
計
で
あ 

'
ろ
う
。
こ
の
種
の
書
上
げ
が
領
主
か
ち
の
要
求
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
た
も
.の 

.
で
あ
り
、
，
要
求
さ
れ
た
書
式
に
ょ
っ
て
書
き
上
げ
方
も
異
っ
て
來
る
か
ら 

で
あ
る
。
加
う
る
に
、
.
こ
の
地
方
は
旣
に
綿
作
と
言
う
商
品
性
の
强
い
生 

ン」 .
產
が
相
當
の
廣
ざ'を
も.
つ
て
な
さ
れ
て
い
た
處
で
あ
る
。
そ
こ
へ
更
に
作 

,

，物
種
類
の
增
加
が
若
し
實
際
に
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
綿
作
の
相 

.

.
對
的
地
位
の
低
下
と
な
る
な
ら
ば
問
題
は
む
し
ろ
逆
で
あ
ろ
う
。
か
く
し 

て
畑
作
物
種
類
の
上
か
ら
こ
の
地
方
の
變
化
を
見
尚
す
事
は
、
こ
の
場
合

■ 

無
意
味
で
あ
る
と
決
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

 

. 

:
§

詳
し
く.
は
戶
谷
敏
之
氏
、
前
揭
書
十
乃
至
十
二
頁
？

，

.

.
肥
料
の
面
で
；̂金
般
的
に
變
化
は
な
い
。
稻
の
品
種
は
記
載
を
止
め
て 

.

い
•る
か
ら
比
較
し
得
ぬ
。
又
質
地
値
段
に
も
變
動
は
な
い
。
た
V
田
方
作 

,

付
に
晚
稻
の
比
重
が
や\
太
き
く
な
っ
た
の
冷
見
る
。

(

註〕

是
も
吟
味
の 

'必
要
が
あ
る
が
、

.

假
に
そ
の
滕
な
傾
向
が
あ
る
と
す
れ
ば
當
然
水
田
裏
作 

と
し
て
の
菜
種
を
考
え
ね
ばな
る
ま
い
。
豸l i

の

生
產
は
こ

の

附
近
で
か 

な
り
進
ん.
で
い
た
箸
で
あ
る
。
後
述
す
る
四
日
市
は
、
菜
種
油
取
酎
の
地 

方
市
場
と
な
っ
て.
い
る
事
か
ら
も
推
察
し
得'？
)
。.
享
和
の
記
載
.に
全
く
見 

.
ら
れ
な
い
の
は
生
產
が
全
然
行
わ
れ
な
か
っ
た
譯
で
は
あ
る
ま
い
。

(
註)

..
早
稻
，
中
稻•
晚
稻
の
比.
率
は
■小
古
曾
村
で
は一

分
五
厘
、
三 

分
五.
厘
、.
五
分
、
馳
出
村
で
 
一
^
、
四
分
、
五
分
と
な
っ
て
い
る
。

,
作
間
稼
ぎ
に
つ
い
て
は
全
村
に
つ
い
て
記
載
が
..あ
る
の
で
是
を
示
そ

馳m
村
。
，'「 .
耕
作
之
■外
男
女
稼
之
義
、'男
ハ
莛
繩
仕
業
仕
，
女
パ
木
綿
：

織

痣

」

' 

ノ

,

■'
.■鹽
濱
村
。.「

耕
作
之
，外
港
男
者
年
中
農
業
而
己
仕
居
、
女
者
木
綿
稼
仕 

难
候」

' 

.

大
0
見
村
。
- ,

男
女
稼
之
儀
、：，
少
人
數
之
村
方U

而
、
年
中
農
業
而
已
_

仕

居

屋

無

御

座

歷
.

..
'.
 

/

.

大
治
田
村
。•.「

農
業
の
外
、
男
ハ
筵
ヲ
打
ち
、
，女
.
ハ
木
綿
仕
申
候」 . 

.

小
宙
曾
村
。'「

耕
作
之
外
、
男>>.
繩
莛
稼
き
、
女.
ハ
作
之
間
-
木
綿
少

'々

出
候 i

.- 

- 

-

'..

,■
 

.

.

.

.

•

-

i

n

.

.「

剪
女
農
之
外

'

男
.

ハ
作
之
間
無
御
座
候
、
女
，•ハ
木
綿
少
々

S

.

;

;;

.
六
ヶ
村
と
も
女
子
の
作
間
稼
ぎ
：
と
し
て
i

を
擧
げ
て
い
る

.

の
.
は

注

目 

に
價
す
る
。
尤
も
V
,*
—れ
だ.
け
で
一
は
そ
の
内
容
は
不
明
であ
る
が
、
馳
出
村- 

の
如
く
木
綿
谶と

あ

る

め

は

織
物
生
養I

恐
ら
く
は.
四
日
市
の
商
人
：の 

賃
仕
靡
と.

じ
て..

の
一
を
示
す
も
のと
淑
わ
れ
る
ッ
こ
れ
が
M

i c

四
日
市
，
 

近
傍
に
な
务
と
次
か
如
く
で
あ
る
：。
.

(

位
臌
は.

略
圖
參
照)

：

0

1 .

色
村
。

r

耕
作
之
外
、
男
ハ
小
商
內
、
:0
-
.

屜
栽
、
女
ハ
糸
繰
へ
木

綿

窜

龄
 

0J 

.

,

-

■:
. 

.

:'
:

>

'■

:
.

亥.

子

新

田

、

：
「

耕

作

之'
外
、.

男
者
日
一

g

稼
を
致
し
、、
女
者
木
綿
、
'糸
延 

等
仕
候

」

バ
：.

-

辰
巳
新
田
。
- .
農
業
之
儀
、
女
之
儀
者
綿
稼
仕
候

」

卽
ぢ
こ.
V
で
は
男
，
，

子
の
日
醫
事
の
外
、
女
子
の
糸
繰
り
、
/
綿
布
織
り
等
が
見
ら
れ
；
.の
で

一
も
る
？

:

. 

■:
:
:
.

■.
'•
-,

- 

'

村
明
細
舨
を
通
じ
て
み
た
供
勢
の
農
村
と
都
市

-

.四,

. 

,

.

.以
上
示
し
て
來
た
如
く
、.こ
の
澠
方
の
村
々
が
經
濟
的
に
か
な
り
强
く 

四
日
市
と
結
ば
れ
て
い
る
事
を
知
り
得
た
。
そ
の
他
、
年
貢
米
は
す
べ
て 

四
日
市
浦
が
ら
江'戸
へ
送
ら
れ
た
事
が
記
さ
れ
て
い"る
。
こ

の

_

な

農
村 

を
周
邊
に
持
：つ
四
日
市
に
：つ
い
て
以
下
若
干
考
察
を
加
え
る
事
に

し
ょ 

.ぅ
。
.
こ
の
場
合
四
日
市
町
に
.隣
接
す
る
濱
田
村
も
實
質
的
に
は
同
町
と
一 

體
を
爲
す
も
の
と
し
、
共.に
論
ず
る
瀋
と
し
た
。
何
故
な
ら
同
村
は
四
日 

市
町
と
街
續
き
で
あ
り
、
都
市
的
職
業
Iで
あ
る
非
農
業
人
口
を
多
く
有
す 

る
か
ら
で
あ
る。

-

:

:

- 

'

:

ま
ず
享
和
ー
兀
年
、
全
町
村
に
：お
け
る
商
人
、
職
人
そ
の

.他
の
.職
業
構
成 

に

つ

：
い

て

見

ょ

ぅ

。

.

.

、
姻

日

：市

町

。

.
總
家
數
千
2£
百
八
十
軒
、.
內
商
人
、
干
鰯
商m

十

九

、
，
請
 

酒
商
十
、
^

商
屮
^

:̂
商
ナ
%

菜
種
商
六
、
小
間
物
商
九
、
材
木
商 

一
一
、
.鍋
釜
商
二
、.願
戶
物
商一 ;、

綿
商
五
、
刃
物
商
五
、
諸
商
人

j

一
 

百
七 

十
七
。
職
人
、
大H.

三
十
、
木
挽
八
、
船
大

H
i

一
一
、
：
紺

屋

七

.、
鍛

冶

屋

八

、 

綿

打

屋

九

、
、
表

具

師

：

U
、

桶
屋
ニ
十
四
、
指
物
屋

r

左

官

十
'

'
仕
立
. 

.

屋
十
八
、
傘
屋
五
、
塗
肺
屋
三> 
廢
焉
一
、
石
屋
一

一、

洗
張
屋
一、

酒 

屋
一一。

'
こ
の
他
米
市
問
屋.
一
、
造
酒
屋
四
軒
，.醫
師
十
九
人
、
瞽
女
座
頭 

十
二
人
と
な
つ
て.居
り
、
_こ
の
合
計
は
總
家
數
の.三
分
の
一
.
强
に
相
當
す 

.

.る

.。

.
'
：

.

.

濱
田
村
0
總
家
數
四
百
一T

十
七
軒
、.內
商
人
、.
干
鰯
商
六
、
汕
商
五、

 

居
酒
屋
五
、
鍋

商
I
V、
村
木
商
ニ
、
•进
手
商
五
、
菓
子
商
四
、、
竹
商
一、. 

糠
商
ー
マ
小
間
螂
荒
物
商
ニ
十
四
ァ
職
人
、
大
工
十
七
、
蠱
屋
三
、
紺

•

.

.八

.一
(

五
'四
-五)

/ t I

1二 

ず
び

fel:
4

ノ

く;

f
i
a
^
i
t
s
f
i
s
s
s 

I
.
I



三
田
擧
會
雑
認.
：バ
第
四
：十*
卷
パ.
黛
五.
號.
ち

.

.
屋1

1、

：0

〕

:P
>-
/
J 
の

-^
'

-#
廣

屋

.
1
.
®'1
>
當
時
休
業)

、
：醫
師
五
入
で 

'
 

こ
の
合
計
は
總
家
數
の
四
分
の

一

强
と
な
つ
て
い
る
。

.

.

.

.以上
0 '
諸
記
載
か.
ち
、
地
方
都
市
に
お
：け
る
商
業
及
び
丈
業
の
狀
態
に

.
'•

■ 

つ
いV

、

そ
の
：表
面
的
な
一
、婣
を
窺
い
知
る
事
を
得
1
ぅ
。
し.
か
^
、.
法
：

,
目
*

き.
は
干
鰯
鄺
、
マ
菜
種
商
ぃ
綿
商
、
へ
綿
打
！

tQ
:

如

周

邊

：の
農
村... 

と
の
關
聯
を
豫
想
せ
し
め
る
雛
な
業
種
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
事
で
あ

：.. 

る
。
他
方
、
.
.
こ
の
町
が.
宿
場
で
あ.
り
、
'又
廻
船
の
出
入
す
る
港
で
あ
暴 

'は.
こ
の
明
細
帳
に
は
相
て
來
な
ぃ
.
が
、
天
保
年
間
の,%
め
に
次
の
如
き
記:. 

.
戦
之
犮
つ
て
現
わ
れ
て
ぃ
る
。

「

宿
£
猶
家
數
千
七
百
四
洽
五
軒、
：
：
：
>

. 

撳
籠
屋
百
六
軒
、
.
馬
步
行
往
還
谶:1
H:
仕
候
百
軒
程
，
：船
乘
漁
師
谶
世
仕
候/. 

三
百
軒
程' 
治.
之
；外
は
爾
人
職
人
苗
挫
醫
賦
議
日
：福
取
之
類

」

一
御
座」 

■候
1_
。
記
載
の
菡
準
於
異
る
龙
め
享
满
度
と
の
比
較
は
出
來
处
い
が
、

IU
年 

の
商
人
、
職
人
に
こ
：の
宿
場
關
係
の
職
業
が
：加
わ
ヶ
ム
の
郁
布
の
住
民
が

.

' 

構
成
さ
れ
■て
い
た
も
の
と
見
て
ょ
ヤ
。
..
勿
論
こ
の
內
に.
は
農
民
も
い
る
。 

.
特
に
潸
田
村
の
如
き
は
村
明
細
帳
に
：現
わ
れ
て
い
る
限
り
か
な
り
農
村
と 

し
て
，の
色
彩.%-
'
强
い
。
，：天
保
の
史
料
に
：は
，
村
民
の
渡
世
に
つ
き
、

「

耕. 

作

之

外

男

女

稼

之

，
儀

呔

、

..
男X

小
商
內
日
厨
取
、
.
女
ハ
糸
操
織
稼
等
仕
候 

.
而
激
世
仕
候」

、.T

畑
方
之
儀
は
麥
、
綿
其
外
茶
、
大
根
蒔
忖
卑
候

」

'
と
あ
：. 

り
、
農
業
べ
の
依
存
も
强
く
見
ら
れ
る■の
で
あ
る
。

.

.
し
か
し
、
こi
E
つ
た
農
業
の
存
在
は
四
日
市
町
及
び
，潰
田
村
の
地
力 

都
市
と
し
て
位
置
を
豪̂
妨
げ
る
も'の
で
は
な
い:.
0
全

般

的

に

，言

え

ば

.
こ. 

の
^
^
都
市
は
先
ず
何
ょ
り
も
宿
場
で
あ
り
、
又
申
員
_
©
し
の
港
で
あ 

る
0
し
か
し
旣
に
こ
の
時
期
に
は
そ
の
，上
に
、
前
述
の
周
邊
農
村
の
經
濟

'

八
ニ 

(

五
四
六)

的
中
心
と
し
て
の
龙
位
が
加
わ
っ
て
い
る
。
綿
作
、
糸
操
り
、
織
布
の
過 

程
は
旣
に
見
て
來
た
如
く
こ
の
都
市
を
申
核
と
し
て
^
^
に
行
わ
れ
る
重 

要
な
獲
業.
で
あ
っ
た
？
又
菜
種
油
に
っ

i

て
も
麗
の—
が
言
え
る
。
一
し 

.

.
か
し
'£.
の
樣.
な
若
午
の
：宇.
エ
業
生
產‘ょ
り
も
、
こ
の
都
市
を
性
格
づ
け
て 

:
.
い
る
，の.
ば
商
業
で
あ
ろ
う
。
そ
の
名
の
示
す
四
の
白

.
の
市
は
、
卽

にr

久 

ぐ.
敷
打
終」

：
っ'て
：居
り
、
旣
に
办
、
る#.
態
に
ょ
る
商
品
取
引
狀
廢
滅
し
て 

.
,
い
る
が
、'市
內
及
び
附
近
農
村
-

.

旅
行
者
を
馨
と
す
る
取
引
が
か
な
り 

發
達
，し.
て
い
た
。
莩
和
の
明
細
帳
.
は
四
日
市
町.
の
者
で「

江
戸
店
所
持
仕 

.
候
渚」

ニ
入
を
擧
げ
て
い
る
。
卽
ち
一
人
は
紙
商
賣
、
質
雨
替
の
硌
を
持 

ち
、，
他
の
一
：人
は
酒
醬
汕
商
賣
の
店
を
持
，っ
て
居
り
、
所
謂
伊
勢
商
人
の 

:
.
一
翼
と
な.
っ
て
：い
る。.

'■:

'
.
以
上
村
帳
を
通
じ
て

知
り
#
た
こ
の■
ホ
の
ま
ボ
趴
^
は
極
め
て 

:

表
面
的
な
も
の
に
と̂

ま
，つ
た
。
周
邊
農
村
と
の
閼
係
の
ょ
り
具
體
的
な 

...
樣
相
や
、
吏
に
は
こ.の
都
市
が
大
坂
、'江
！

2
J1

に
位
置
す
る
と
言
う
事
か 

ら
受
：け
る
特
殊
の
意
味
、
卽
ち
商
品
の
流
れ
が
大
坂
を
經
由
.し
て
い
な
い 

,

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
言
う
豫
想
も
實
證
し
得
な
か

.
っ.
た
。
た
だ
こ
の
湊 

,

か
ら
積
み
出
.さ
れ
る
年
貢
米
は
江
戶

 
<.
も
た
ら
さ
れ
.た
事
が
記
さ
れ
て
い 

-

る
。
又
、地
方
都
市
に
：お
げ
る
商
業
の
性
格
も
知
り
得
な
か
っ
た
し
、綿
葙 

.
生.
產
は
、.
明
治
以
後
に
お
け
る
こ
の
附
近
の
民
間
に
ょ
る
エ
.場
エ
業
生
產 

の
.發
展
I
と
關
聯
す
る
事
が
豫
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
興
味
を
引
く
問
題
で 

.
あ
る
が
是
も
右.
に
見
來
つ
た.
以
上
を
望
む
事
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

■
.

(

註)
：
た
と
え
讨
グ
明
治
十
五
年
の
川
島
紡
績
所
、
同
十
九
年
の
三
筮 

餅
績
株
式
會
社'(
後
の
東
洋
紡
績
株
式
會
社

)

の
成
立
が
あ
る
。

「

四

日
市
市
史J

四
四
九
頁
參
照0 

.

ご
の
機
な
限
界
は
す
べ
て
ホ
^
に
お
い
て
利
用
し
た
史
料
が
村
明
細
帳 

た
^

一
 
種
で
あ
る
と言
ぅ

制
約
か
ら
來
るt
の
で
あ
る
。
加
ぅ
る
に

、
0 

か
四
十
年
間
の
時
間
的
經
過
の
內
に
動
態
的
な
觀
察
を
な
す
事
も
又
無
理 

で
あ
つ
た
。' た
^
從
來
の
硏
绝
で
は
殆
ん
.ど
見
忘
れ
ら
れ
て
い
た
ご
の
地 

方
の
¥
末
に
お
け
る
經
濟
狀
態
の
.
ー
端
を
知
り
得
た
に
と̂'
ま
り
、
よ
り 

突
込
ん
だ
硏
究
は
今
後
め
史
料
探
訪
と
そ
の
分
折
に
か
i
つ
て
い
る
の
で 

ち
る
。

-

.
:

..

農
地
改
苹
は
現
代
日
本
農
業
論
の
親
鍵
で
あ

る

.。

.
あ

ら

ゆ

る

問
題
の
■分
 

浙
は
こ
こ
を
起
點
と
し
て
出
⑩
す
る
。
そ
れ
故
日
沐
農
業
を
硏
究
對象
と 

す
る
者
は
誰
し
も
農
地
改
尊
の
評
價
に
對し
て

一
：つ
の
態
度
を
き
め
な
け. 

れ
ば
な
ら
な
い
。パ
と
こ
ろ
で
そ
の
决
定
は
ノ
へ

‘

.
,
1
,
.
.
日
本
資
本
主
義'の
蓮
槌
な
い
し'擇

造

的

特

質

，に

對

す

る

.認

識

.
：
：

2

'.
.
難

ー

、0
八
六
九
、
〇
六
主
町
街'
:
m

l

 

1
:
0

、
H
fe
一
一
町
步

農
地
改
带
を
め
ぐ
る
諸
見
解
と

r

地
主
的
土
地
所
有」

を
解
放
し
、
餅
地
總
面
橫
に
お
い
て
小
作
地
を
四
六
^
か
ら

 
一
ニ
^

に
激
減
せ
し
め
、
農
家
總
戶
數
の
う
ち
自
作
農
を
三
六

•
五
^
が
ら 

七o

多
に
ひ
き
上
げ
た
土
地
保
有
制
度
改
革
のS

S
の
理
解 

.
の
仕
方
如
何
に
か
か
づ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
'ニ
點
を
通
じ
て
農
地
改
革 

の
評
價
に
重
耍
九
役
割
を
果
す
も
の
が
.r

地
主
的
土
地
所
有」
の
認
識
で•  

あ
ら
う
。
改
革
の
終
了
に
と
も
な
つ
て
種
々
.の
見
解
が
公
け
に
せ
ら
れ
た 

が
、
改
革
後
も
農
業
に
本
け
る
生
產
關
係
を
規
定
す
る
半
封
建
制
は
殘
存 

す
る
、
と
い
う
立
場
の
代
表
者
の
 
ー^
で
あ
る
井
上
晴
丸
氏
が
、

一
九
五 

三
年
末
從
來
の
見
解
を
一
步
前
進
せ
し
め
ら
れ
た
論
次
—1
農
地
改
革
と
地 

主
制
|

濃
業
問
題.
の
焦
點——

」

、「

改
革
に
よ
る
地
主
制
の‘再
編
成」 

.
を
發
表
せ
ら
れ
允
の.を
機
に
、
改
め
て
農
地
改
革
.の
評
價
に
關
す
る
代
表

. 

的
な
見
解
を
考
察.
1、，
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。

',
'

■
'.
ニ.

'
? 

■ .  
. .  
,
 

.  

•

第
一'
の
見
解
は
當
初
か
ら
白
本
資
本
主
義
の
基
柢

.
に
半
封
建
制
を
.み
と 

め
な
い
大
內
カ
泜
に
よ
：つ
て
代
表
さ
れ
る
。
大
內
氏
に
よ
れ
ば
農
地
改
革 

.
の
本
質
は
次
の
如
く
で
あ
る。
'

1 
,.
農
地
改
革
の
内
容
ば
自
作
農
創
設
と
小
作
關
係
の
調
製
と
の

一 1

本

、 

:

.

建
で
あ
る
が
、
政
府
の
主
調
は
前
者
に
あ
り
、

.
從
來
の
自
作
農
創
設.

事
業〕

の
底
を
流
れ
る
小
農
保
護
政
策
の
一
層
の
展
開
に
ほ
か
な
ら
な

:-
■...
い
0
,

..
:

■.'
..

■.
.
.
.

V,.  

,

2 
:.「

-0
本
に
お.

け
る
過
小
農
を
つ
く
り
出
し
、
_雜
持
し
て
い
る
日
本 

V.
,

資
本
主
義」

.

の

ー
同
じ
條
件
の
卞
に
行
.わ

れ

た

土

地

の

苒

分

配

に

す

ぎ

,
,

な
い
一農
地
改
革
は
、

(

そ
れ
故
にr

農
業
經
營
め
零
細
性
を
い
さ
さ
か

八
！！ 1

(

五
四
七)

.
農

地

改

革

を

め

ぐ

る

.諸

見

解

と'.

-

,

〈 .

「

地

主

的

土

地

所

有」

-' 

.
平

野

.

.
細 '

子.


